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1.  はじめに 
デジタルトランスフォーメーション（以下，

DX と略す）の加速が求められている[1]．DX の

推進において，関連する情報システムの要求仕

様書の内容理解は重要である． 

情報システムの要求仕様書は，対象システム

の開発の背景と目的，機能要求，非機能要求等

が記述される[2]．機能要求の記述は，対象業務

の流れの中で，対象システムのどの機能がどの

ように使われるのか，また，関連する他システ

ムとの連携関係が記述される．そのような業務

と機能の関係性は，業務フロー図や業務処理仕

様一覧表等の図表の形式で複数ページに渡って

記述されることが多い．また，開発当事者では

ない場合，入手可能な情報システムの文書ファ

イルは，紙の仕様書をコピーして作成された pdf

ファイルや画像ファイルのことがあり，必要な

仕様を正確かつ迅速に読み取ることが困難な場

合がある． 

本稿では，Microsoft Azure Form Recognizer[3]
等を活用した，要求仕様書の自動要約手法を提

案する．これにより，図表形式で記述された要

求仕様書を，初級技術者が効率的に理解するこ

とを支援する．以下，本稿の 2 章では本研究の

課題とそれを解決するためのアプローチについ

て述べる．3 章では，ツールを用いた要約手法を

提案し，4 章においては，本手法を具体事例に適

用した結果を示し，5 章においては提案手法の有

効性について考察する．6 章にて本稿のまとめを

行う． 

2.  課題と解決策へのアプローチ 
情報システムの要求仕様書の理解において，2

つの課題が考えられる．1 つ目の課題は，初級技

術者にとり，短時間での理解が困難という点で

ある．とくに，要求仕様書には多くの複雑な図

表が含まれる場合があり，それら図表から，重

要情報を迅速に抽出して理解することは容易で 

はないと考えられる．本課題の解決策として，

図表の要約ツールを作成し，自動的に図表から

要約情報を得ることで重要情報の取りこぼしの

防止や作業コスト削減を図る． 

2 つ目の課題は，要約ツールを一から作成する

のに高いコストがかかる点にある．本課題への

解決策として，事前学習済みの商用ツールを用

いることを提案する．本研究では商用ツールで

ある，Microsoft Azure Form Recognizer を利用す

る．当該ツールは，表形式の画像等からの情報

抽出が可能であり，セル内の誤認識，誤検出が

少ないという利点がある．加えて，当該ツール

は，API を通してアドオンを追加し，要約情報の

出力をカスタマイズできる柔軟性を備える．ま

た，読み取り対象の表のセル内の記述が文の場

合，Form Recognizer のみでの要約情報の生成は

困難なため，文章を多角的に分析可能なテキス

トマイニング用のツール KH Coder[5]を利用する． 

3.  Form Recognizer を活用した図表の要約手法 
図 1 に提案する図表の自動要約手法の処理の

流れを示す．本図において，対象とする図表と

は，業務の流れを記述する，業務フローや業務

処理記述を対象とする． 

図表の自動要約は次の手順で行われる．（1）

仕様書の設計要素が存在する列に応じた座標を

定め，Form Recognizer のソースコード内で座標

を設定し，図表中のセル内の要素を抽出する．

（2）アドオンによって，抽出したセル内の記述

から設計要素を特定し，各設計要素の一覧表を

作成する．（3）セル内が文章となっている場合，

KH Coder を利用する．（2）によって出力された

設計要素から出現回数の多いものをピックアッ

プし，強制抽出対象に設定して該当列での出現

回数を出力する．（4）KH Coder の共起ネットワ

ーク機能により，出現語間での関連性を視覚化

した図を出力することで設計要素間の関係性に

関する要約情報を提供する． 

4.  適用評価 
4.1 評価概要 

提案手法に基づいて生成した要約情報の活用

の有効性について，具体事例を用いて評価する． 
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図 1  Form Recognizer と KH coder を組み合わせた自動要約手法 

要約対象とする文書は年金業務システム調達仕

様書[4]の別添に含まれる業務処理記述（約 60

ページ）のうち，最初の 10 ページをとりあげて

評価を行う．評価手順は次の通りである．（1）

該当する要求仕様書中に定義された設計要素

（名称と出現回数）を一覧化し，正解データと

して用意する．（2）提案する手法により要約情

報を生成する．（3）3 人の被験者（工学院大学

情報学部の 3 年生）により，要求仕様書中から

設計要素を手動抽出し，設計要素一覧としてま

とめる．（4）(1)～(3)の結果を比較し評価する． 

4.2 評価結果 

表 1 に正解データと，手作業，ツールを用い

た場合の正味と述べの件数結果及びツールの品

質評価を示す．正解データと手作業を比較する

と 2 件ほどの誤抽出が発生していた．正解デー

タとツールを比較すると件数の差は見られなか

った．ツールによる適合率，再現率は，90％以

上で高い水準であった． 

 表 2 に，手作業とツールによる抽出にかかっ

た平均時間と作業コストを示す．3 人の被験者が

平均 0.63 人時で抽出しているのに対し，ツール

は 0.28 人時で抽出できた． 

表１ 適用評価結果 

 

 

 

 

表 2 抽出時間及び作業コスト比較 

 

 

 

 

 

 

5.  考察 
要求仕様書中に記述された図表から設計要素

を効率的に自動抽出可能であることを確認でき

た．作業コストに関しては，人手で実施した場

合と比較し，約 50%以上の削減が確認できた． 

6.  まとめ 
商用ツールを活用した図表からの設計要素の

読み取りによる要求仕様書の要約と技術者支援

手法を提案した．本研究では，業務処理仕様の

定義表から設計要素とその出現回数を出力した

が，今後はさらに様々な図表の読み取りと，要

約生成の手法を検討し，初級技術者の要求仕様

書の理解支援に貢献していく． 
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